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A Message from the Governor

11月：ロータリー財団月間

ロータリー財団は、1917年のアトランタ国際大会において、
第6代RI会長アーチ・クランフが、「世界で良いことをするた
め」の基金の設立を提案したことから始まりました。ただ、カ
ンザスシティRCからの最初の寄付は、僅か26.50ドル、現
在の価値に換算しても800ドル程度であったと思われます。
1947年にポール・ハリスが逝去し、その後1年半の間に、財
団への追悼寄付が約100万ドルとなり、活動が本格的に始ま
りました。創立から100周年の昨年までの、ロータリー財団
の支援支出累計金額は、30億ドル（約3,300億円）となりま
した。

2013年に財団の補助金制度が大幅に改定され、これに伴
い、3-H補助金、マッチング・グラント、旧来の地区補助金、
ロータリー財団国際親善奨学金、GSE（研究グループ交換）
が廃止となりました。代わりに、地区からの年次寄付額と3年
間の運用収益合計の1/2がWF（国際財団活動資金）、1/2が
DDF（地区財団活動資金）となり、そのまた1/2までが地区補
助金、残額がグローバル・ファンドとなりました。その結果、地
区の裁量権の拡大と、より身近な奉仕活動への取り組みが奨

2018-19 年度ガバナー  

若林 啓介

ガバナーにはロータリーの役員として国際ロータリーからの
メッセージを伝えるという大きな役割がありますが、それに備
えて1月のサンディエゴでの国際協議会の前に　1)国際ロータ
リーや地区に関する基礎的な知識・理解を深める。　2)国際
ロータリーおよびロータリー財団の現状やガバナー年度の地区
運営に関して前向きに考える機会を持つ。　３）同じ日本の同
期のガバナーとして、共に歩むことを確認する。などといったこ

とを目的として研修セミナーが開催されましたが、たくさんの「気
づき」いただいたように感じております。

ガバナーは自分の言葉で様々なクラブの課題に答えたり解決
策を提示したりする必要もあります。しかしながら井戸の中に
いた蛙が正に大海に出たようなもので、大変な戸惑いを感じな
がらも、既に航海は始まっています。「同期のガバナーが戦友だ」
とおっしゃったパストガバナーの気持ちが解る気がした研修で

した。11月のロータリー研究会の際
にも実施され、今回同様パートナー
のプログラムもあります。妻も頑張っ
て研修を受けていましたことも報告申
し上げます。

ガバナーエレクト
松本　耕作(金沢RC)

ガバナーエレクト研修セミナー 9月3日、4日開催

励されることとなりました。個人的には、嘗て、ロータリー財団
国際親善奨学生として日本から海外に留学し、その後、国際
的に活躍した元国連高等難民弁務官の緒方貞子さんや宇宙
飛行士の山崎直子さんのような多岐に亘る学術分野の学友
が多数存在すること、また、職種を問わなかったGSEが、VTT
（職業訓練チーム）に代わり、グローバル・ファンドからの資金
支援使途が、ロータリーが重要と考える６分野※に限られてし
まったことは、残念に思われます。

ロータリーが最優先に位置付けているポリオの撲滅につい
ては、未だ実現はできていませんが、RIは絶対に諦めないと
宣言しています。封じ込めのワクチン接種活動が大きな成果
を上げており、実現まで今一歩という段階にまで到達してい
ることは、紛れもない事実です。本年の野生ポリオウイルス
からの発症者数は、アフガニスタン15人、パキスタン4人の合
計19人に止まっており、9月末のナイジェリアでの撲滅宣言に
より、常在国はこの2か国のみとなりました。ポリオ撲滅が実
現できれば、ポリオ罹患による障碍者がいなくなることはも
とより、多額の医療費の節減となり、加えて率先してこの挑
戦を始めたロータリーの社会的認知度と公共イメージの向上
に大いに資することが期待されます。尚、今年度DDFから1
万ドルをポリオ・プラス、同額をロータリー平和センターへ寄
贈することとしました。

「世界で、そして地域で、良いこと」をするために、ロータ
リー財団への会員各位のご理解と継続的なご支援・ご協力
を、切にお願い致します。

※６分野：紛争予防と解決、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的
教育と識字率向上、経済と地域社会の発展
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去る9月5日、東京で地区研修リーダーセミナー (DTS)を
受講した。石黒・三木のRI理事、本田・高野・木下のRI研修リー
ダーによる次年度地区研修リーダーに向けての1日研修であっ
た。地区研修リーダーは2002年に導入された「地区リーダー
シップ・プラン」の導入にあたってガバナー補佐と共に設置さ
れた役割である。「マイ・ロータリー」に「地区研修リーダーは、
クラブと地区の次年度リーダーの研修でガバナーエレクトを支
援し、ロータリアンへの継続教育において現ガバナーを支援

します。また、地区研修委員会の委員長を務めます」とある。
次年度に向けてガバナー補佐・地区委員長などの地区リーダー
及び PETS、地区研修・協議会等においてガバナーエレクトを
支援することが求められている。因みに、当地区において地
区研修委員会は設置されていない。DTSで得た知見を活かし
微力ながら松本ガバナー年度の充実に尽力したい。

次年度地区研修リーダー   柳生 好春(野々市RC)

9月9日（日）石川県地場産業振興センターコンベンション
にて、講師に本田博己パストガバナーをお招きし、職業奉仕研
究会セミナーを開催いたしました。これを第2回職業奉仕委員
長会議とし、地区ロータリー会員の多くの方々にも参加頂き、
150名余りのセミナーとなりました。演題は「職業奉仕」から「奉
仕の理念」へ、でした。「ロータリーの友」2017年1月号の本
田さんの寄稿文「職業奉仕はロータリーの根幹か？」は皆様も
覚えていらっしゃると思います。今回のセミナーではその内容
をわかり易く説明頂きました。本田さんからの提案は「職業奉
仕」という言葉ではなく、世界共通の「奉仕の理念（奉仕の理
想）」という言葉でロータリーの理念についての議論を深
めてゆこうという事でした。その理由は、ロータリーの目
的は、奉仕の理念を奨励し、これを育むことであり、「奉
仕の理念」がロータリーの根幹であるからという内容で
した。又世界のロータリアンは、「職業奉仕」という言葉を、
奉仕部門の一つとして職業奉仕の活動を語っているのに
対して、日本のロータリアンは、「奉仕の理念」の職業へ

の適用や自分自身の職業観を語っているという違いがあり、そ
れを認識する必要があるという事でした。今後は、伝統的「職
業奉仕論」で培ってきた日本のロータリアンの智恵を、共通言
語の「奉仕の理念」で世界に発信してゆく事が重要であり、世
界のロータリーとの対話を通して、ロータリーの「奉仕の理念」
とその実践について共通認識を醸成してゆく事が大切であると
いう講演内容でした。今回の職業奉仕研究セミナーに参加され
た会員は個々に様々な感じ方があったと思います。今後のロー
タリー活動の参考にして頂きたいと考えております。

職業奉仕委員長　林　清滋（富山みらいRC）

地区研修リーダーを拝命して

本田博己氏による職業奉仕研究セミナー

9月5日開催

9月9日開催

2018年9月22日（土）に第2610地区第2回国際青少年交
換委員会並びに派遣交換学生選考会が開催されました。委員
会では当日午後から行われる2019-2020年度派遣学生選考
会の運営方法や選考基準を確認しました。また、年間行事や
ベルギー短期交換留学、そして来年当委員会がRIJYECと共
に主管を務める全国青少年交換研究会金沢会議について概要
や役割を協議しました。

午後の派遣学生選考会では、英語筆記試験と保護者同席に
よる面接が実施されました。10名の派遣学生枠に対して富山

3名、石川8 名の計11名の応募がありました。今回は応募者
全員が筆記試験の結果も良好で、且つ素直で前向きな学生だっ
たため選考は困難を極めましたが、苦渋の決断の上10名の合
格者を決定しました。この選考が学生達の留学の可否を決定し、
将来の進路や今後の成長に大きな影響を与えます。この委員
会の意義や重要性、そして委員会メンバーとして活動するやり
がいをとても強く感じました。

第2610地区国際青少年交換委員会　委員
山岸　晋作（金沢RC）

輝ける未来への第一歩 9月22日開催
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金沢医科大学の薄田大輔です。ガンビア留学2回目の活動
報告をさせていただきます。

7月にガンビア政府の倫理委員会から研究開始の承認が下り
ました。その後、ガンビア政府の保健省局長、検査技術部門
局長、研究を行うガンビア川上流地域の保健行政部門長官な
どに研究内容の説明を行い、彼らからも研究開始の承認を得ま
した。他方、研究で使用する機器が8月にガンビアの研究所に
届きましたが、一部部品の不具合による機器の故障が判明し、
ドイツから新しい部品の到着を待っております。加えて、遅れて
いた機器メーカーと研究所間の契約書がようやく今月末に承認
予定で、契約書締結後に物品の調達、研究に従事する人材確
保に入ります。実際の研究開始は10月上旬を予定しております。

生活面では、私は9月にBasseに移動しております。Basse
では、レストランは研究所内以外には一軒しかなく、またスー
パーもないため、2 ～3週間に一回程度、Banjulに買い出しに
出て生活に必要な物品を買いだめする必要がありそうです。ま
た、7月に雨期が始まっておりますが、Basse地域では雨が降
るとガンビア川上流が氾濫し、Basse市内が水浸しの状態と
なります。実際、研究所から町中に出る一本道が冠水し、研
究所が孤立した状態となっております。雨季では衛生状態も悪
くマラリア患者も増え、健康的な生活を送るのが厳しい状況で
すが、何とか研究をやり遂げるべく頑張ります。

なお、ロータリークラブ関係では、ロータリークラブ9101地
区のトップの引継ぎパーティーが、7/28にBanjul市内で開催
されました。BanjulロータリークラブのAki Allenが次期ガバ

ナーとなり、パーティーは大盛況のうちに終了しました。Basse
地域にはロータリークラブがないため、現地のロータリアンと
交流できず寂しい思いをしておりますが、来年1月にFajaraに
戻った後には、再度ミーティングに参加させていただきたいと
思っております。

第２回 ロータリー財団留学生報告書

7/28のガバナー引き継ぎパーティーでの
様子。ガンビアのみならず、海外から参
加したロータリアンとも交流を深めること
ができました。

Basseにある研究所の様子です。 研究所内の検査室スタッフ、日本から来た共
同研究者との写真。この部屋に研究機器を
設置して、採取した検体の検査を行います。

Basse。降雨後の研究所から村内に向かう一
本道の様子。排水が悪く、村内の至る所で道
が水浸しとなっております。

10月５日（木）、金沢北RC創立45周年記念事業としてパネ
ルディスカッションが開催され、31名の会員参加による明るい
中にも少々緊張した空気の中、内堀会長からの問題提起から
始まりました。現状金沢８RCの比較データからの分析・課題
点等を抽出して、これからのクラブ作り、会員増強など幅広い
提言がなされました。

チャーターメンバーの大村会員初め５名の会員がパネラーと
なり、熱心にRCとしての有るべき姿、未来志向での話合いが
開始されました。現在47名の会員ではありますが、数を求め

て増強に邁進する必要は無く、質的充実を図るべきだとの意見
が出ました。ロータリークラブの本来の魅力とは会員力、即ち
自然と人が人を呼ぶ力が大切だ、先輩会員との出会いで自分を
高める場ともなってきた、更により一層魅力ある会へと諸活動
の提言等があり、参加者には一同に共感を得ました。

平均年齢が65.5歳と高い我がクラブではありますが、若い
会員からは全く問題は無く居心地が良く、見識が高まる機会で
もあるとの発言もあり、改めて金沢北RCの明るい未来への道
程が、うっすらと見えて来た機会と成りました。

実行委員長
玉田　善明（金沢北RC）

金沢北RC創立45周年を迎えて 10月5日開催

薄田大輔先生：金沢医科大学臨床感染症学に所属。2018年春からアフリカのＭＲＣ（メディカルリサーチカウンシル）のガンビア共和国ユニットに肺炎・非定型菌
感染症等早期診断における検査機器有用性の研究にロータリー財団グローバル補助金奨学生として留学されました。
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例 会 出 席 報 告（ ９月分）
分
区 ク ラ ブ 名 出席率

（％）
当月
順位

通算
出席率
（％）

通算
順位

会員数（人）
期初 月末 増減

富
山
第
１
分
区

朝       日 68.48 54 68.84 57 23 23 0 

黒       部 69.69 51 78.73 38 11 11 0 

黒 部 中 央 76.38 33 81.94 30 23 24 1 

入       善 70.83 47 75.00 49 7 6 -1 

宇  奈  月 70.76 48 75.80 47 21 20 -1 

魚       津 66.94 57 76.78 44 29 32 3 

魚  津  西 84.25 20 81.33 33 28 28 0 

７  Ｒ  Ｃ 72.48 9 76.92 8 142 144 2 

富
山
第
２
分
区

越 中 八 尾 89.77 12 87.35 18 23 23 0 

上       市 70.00 50 71.39 52 18 20 2 

立       山 67.09 56 64.22 61 18 19 1 

富       山 72.49 43 78.38 39 101 104 3 

富山シティー 51.83 64 59.45 63 81 82 1 

富  山  南 65.88 58 65.48 60 58 60 2 

富山みらい 73.38 42 76.08 46 77 77 0 

富  山  中 80.72 27 82.70 28 60 60 0 

富  山  西 94.64 5 94.62 4 63 65 2 

富山大手町 76.16 34 82.65 29 52 55 3 

1 0  Ｒ  Ｃ 74.20 7 76.23 9 551 565 14 

富
山
第
３
分
区

射       水 86.28 17 91.00 9 32 31 -1 

東 と な み 65.79 59 71.83 51 20 19 -1 

新       湊 80.38 28 81.72 31 43 43 0 

新 湊 中 央 71.87 44 69.19 56 13 14 1 

高       岡 100.00 1 100.00 1 73 76 3 

高 岡 万 葉 98.05 3 98.43 3 72 72 0 

砺       波 92.00 8 89.92 12 51 51 0 

７  Ｒ  Ｃ 84.91 1 86.01 2 304 306 2 

富
山
第
４
分
区

氷       見 81.39 26 84.10 23 43 43 0 

氷 見 中 央 52.28 63 63.64 62 14 14 0 

南　　　砺 86.87 15 85.67 22 47 47 0 

小　矢　部 87.58 14 86.62 20 38 38 0 

小 矢 部 中 91.38 9 92.43 7 45 45 0 

高  岡  北 83.38 23 83.35 25 40 40 0 

高  岡  西 100.00 1 100.00 1 52 53 1 

７  Ｒ  Ｃ 83.27 2 85.12 3 279 279 0 

6 4ＲＣ合 計 78.66 82.13 2,630 2,682 52 

分
区 ク ラ ブ 名 出席率

（％）
当月
順位

通算
出席率
（％）

通算
順位

会員数（人）
期初 月末 増減

石
川
第
１
分
区
Ａ

河       北 83.95 21 79.26 36 26 27 1 

河  北  南 69.33 52 73.67 50 25 25 0 

金        沢 90.52 11 90.52 10 118 126 8 

金  沢  東 79.71 29 81.70 32 103 106 3 

金 沢 香 林 坊 75.23 36 79.71 34 114 115 1 

金  沢  南 89.51 13 89.46 13 55 57 2 

６  Ｒ  Ｃ 81.38 3 81.78 6 441 456 15 

石
川
第
１
分
区
Ｂ

白　　　山 71.14 46 77.56 42 38 38 0 

白 山 石 川 74.05 41 76.82 43 34 35 1 

金沢百万石 59.07 62 58.87 64 46 43 -3 

金  沢  北 64.54 60 70.50 55 45 47 2 

金沢みなと 79.33 30 76.58 45 45 46 1 

金　沢　西 85.13 19 86.78 19 46 50 4 

野  々  市 81.67 25 83.71 24 41 42 1 

７  Ｒ  Ｃ 73.56 8 77.06 7 295 301 6 

石
川
第
２
分
区

加       賀 91.22 10 94.48 5 60 60 0 

加 賀 中 央 86.72 16 89.07 16 33 33 0 

加 賀 白 山 96.23 4 93.96 6 26 27 1 

小       松 67.35 55 78.22 41 54 55 1 

小  松  東 75.83 35 75.65 48 35 36 1 

小 松シティ 75.00 37 78.24 40 35 36 1 

能       美 85.77 18 89.20 15 56 55 -1 

山       中 69.04 53 66.26 59 21 21 0 

８  Ｒ  Ｃ 80.90 4 84.70 4 320 323 3 

石
川
第
３
分
区

羽       咋 70.51 49 79.59 35 26 26 0 

中能登まほろば 83.82 22 88.08 17 16 17 1 

中       島 93.33 7 90.00 11 10 10 0 

七       尾 74.99 38 79.11 37 47 49 2 

七尾みなと 74.82 40 85.99 21 49 51 2 

志       賀 63.16 61 66.78 58 17 19 2 

富       来 77.80 32 70.93 53 14 15 1 

７  Ｒ  Ｃ 76.92 6 83.61 5 179 187 8 

石
川
第
４
分
区

穴       水 74.99 38 82.94 27 14 15 1 

能       都 79.29 31 89.29 14 38 38 0 

珠       洲 82.08 24 83.31 26 22 21 -1 

内       浦 71.19 45 70.58 54 16 16 0 

輪       島 94.36 6 92.03 8 29 31 2 

５  Ｒ  Ｃ 80.38 5 87.73 1 119 121 2 

2018 年9月末日現在
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編 集 後 記

　立山は富山県民の「原風景」と言い切ってしまっ
ていいだろう。特に富山市以東に住む県民にとっ
ては朝に夕に慣れ親しんだ故郷の景色である。
　富士山、白山とともに「日本三霊山」と称され、

「日本百名山」にも選ばれている立山ではあるが、
厳密にいうと「立山」と称する単独峰は存在しな
い。ふつう「立山」と呼ぶ場合は雄山神社を祭る
雄山（3003ｍ）か、浄土山、別山を含めた立山
三山を指す。「立山」は単なる地理的名称ではなく、
室堂、地獄谷、弥陀ヶ原一帯を含めた地理的広
がりと、立山信仰をなど精神的な広がりを持った
複合的な意味を持つ。その山域の最高峰は大汝山

（3015ｍ）で、雄山からの縦走路の東側にそびえ
ている。立山連峰と呼ばれる山域は、南は三俣
蓮華岳（2841m）から北へ薬師岳（2926m）、浄
土山（2831m）、雄山（3003m）、大汝山（3015m）、

剱 岳（2999m） と、3000m 級 の高 峰 が 続き、
北端の毛勝山（2415m）、駒ヶ岳（2002m）、僧ヶ
岳（1855m）にいたる。
　立山には剣岳、槍ヶ岳とともに、日本では貴重
な氷河が存在する。大汝山の西側には氷河地形
である「山崎カール」が存在している。氷河地形
を日本で初めて発見した山崎直方の名を関したも
ので天然記念物に指定されている。修験道の地と
しての開山は701年、佐伯有頼によって開かれた
と伝えられている。
　その立山へのアプローチはJR富山駅から電車
またはバスで地鉄立山駅まで約1時間。そこから
ケーブルカー、バスを乗り継いで室堂まで約1時
間。室堂から雄山山頂までが約2時間半。海抜0
ｍから3000ｍ級の頂までわずか5時間あまりで
たどり着くという、国内でも屈指の便の良さなの

である。
　ただ、いくら手軽に登頂できるといっても、そ
こは3000ｍ級の山岳地帯。くれぐれも軽装備で
訪れることは避けたい。天候の急変に加え短時間
で高度を稼ぐ影響で高山病を発症する危険性もあ
る。甘く見ることは禁物なのだ。

ガバナー月信担当　地区副幹事
　江川　正光（富山RC）

室堂から仰ぐ雄山

11 月行 事予 定
日　時 行 事 予 定 場　所 備　考

 11月〈ロータリー財団月間〉
3日 （土） 第2回ロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬＩ） 石川県地場産業振興センター 9:00～17:00
10日 （土） 地区国際青少年交換派遣学生オリエンテーション（第1回） 金沢
16日 （金） 富山南RC創立55周年記念例会 富山電気ビル 18:30～21:00
17日 （土） 第2回ロータリー財団委員会及び学友会報告会・壮行会 ANAクラウンプラザホテル金沢 11:00～14:00
17日 （土） 第1回次期ガバナー補佐会議 大友楼 17:00～19:00
18日 （日） ロータリー財団地域セミナー 神戸ポートピアホテル
19日 （月） RI会長歓迎晩餐会、メジャードナー午餐会 神戸ポートピアホテル
19日 （月） 第2回ガバナー会議、第2回GETS、GNTS等 神戸ポートピアホテル

 20・21日 （火・水） ロータリー研究会 神戸ポートピアホテル

2018 年9月14日現在

ベネファクター
河北南	 粟田　卓二	 9月6日

メジャードナー
河北南　　	 森　　　康	 9月6日

使途指定寄付
射水　クラブ寄付　9月20日	 100,000円
		

ポール・ハリス・フェロー
河北南	 髙松　祐輔	 9月6日

米山功労者　メジャードナー
金沢	 新栄　久司	 9月5日	 16回

米山功労者　マルチプル
白山石川	 武藤　一彦	 9月26日	 1.2.3回
富山中	 黒澤　　敏	 9月18日	 2回

米山功労者
砺波	 関　浩一	 9月28日	 1回

《 入 会 》
富山	 清水　常之	 9月25日
富山中	 出戸端　剛	 9月19日
富山大手町	 杉本　　晃	 9月3日
東となみ	 山下　　満	 9月1日
高岡	 杉林　政孝	 9月27日
高岡西	 松本　和也	 9月12日
河北	 石丸　　暁	 9月5日
河北南	 中村　正司	 9月3日
金沢	 中田　文夫	 9月5日
金沢	 松本　直人	 9月12日

金沢	 宮田健一郎	 9月12日
金沢香林坊	 宇野　泰暢	 9月10日
金沢香林坊	 仲林　將貴	 9月10日
金沢香林坊	 谷内　孝行	 9月10日
白山石川	 埴岡　正稔	 9月20日
金沢西	 樋口　祥昭	 9月7日

《 退 会 》
射水	 岡崎美千代	 9月30日
小矢部	 渡邉　睦子	 7月24日
金沢	 興津　俊昭	 9月26日
金沢東	 粟森　昌哉	 9月28日
金沢百万石	 大沼　俊昭	 9月30日
金沢百万石	 衣川　昭浩	 9月30日
能美	 井波　好雄	 9月30日

R 財団寄付者

米山記念奨学会寄付者

会員異動

ご冥福をお祈りいたします
パストガバナー
菊知　龍雄（加賀白山RC）

9月29日（享年 88歳）
医療法人社団　長久会
加賀こころの病院　理事長


